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論文内 容の要 1:::0 
固

従来，肺結核患者の血清乳酸脱水素酵素 (LDH) 活性値については，全く上昇しないとする報告が

多かった。他方上昇すると云う報告も少数ながらある。そこで著者は肺結核患者の血清 LDH 活性値

の上昇不定の原因を確めるべく肺結核患者の血清 LDH 活性値を測定したD その結果学研病型分類に

よる B型患者群，即ち浸潤乾酪性病変を主とするものでは， LDH 活性値の上昇を示すものは85.81ぢ

に達し，又その他の型の症例では， 呼吸困難を認めるときは LDH 活性値の上昇を示す乙とを知っ

た。ここに於いて，呼吸困難を示す患者の LDH 活性値の上昇の理由を探る可く，犬に程々の実験を

行なった。

〔方法並びに成績〕

肺結核患者44例を対象とし，これを学研肺結核病型分類基本型の分類に従い， B型(浸潤乾酪型)

群23例， c型(線維乾酪型)群14例に分け，更に， C型を示しながら呼吸困難を認める 7 例を別の l

群，呼吸困難群とした。尚，健康人15例を対照群とした。以上 4群の静脈血の血清 LDH 活性値を測

定し比較検討した。

対照群の LDH 活性値は 15例全例 200 単位以下で，平均値は 134. 7::t 6. 7 単位で，推計学的処理の

結果，正常限界を200単位以下とした。

B型詳のLDH活性値は23例中 16例が 200 単位以上を示し， 200単位以下の 7 例もその中 5 例は病巣

の極めて小さいものであった。平均値も259.6::t 20. 1 単位と高値を示していた。

C型群の LDH 活性値は 14例中 13例が 200 単位以下を示し，平均値も 157.1 ::t 9.4 単位で，対照群

と有意の差を認めなかった。呼吸困難群は C型を示しながら，その活性値は 7 例中 6 例が 200 単位以

上を示し，平均値も 229.3 土 14.2 単位と高値を示し， C型群とは有志の差を認めた。
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呼吸困難を認める出例ωLDH 活性値の上昇ω機転を究明jするために，呼吸困難の主因である低酸

素状態を犬に負荷して LDH 活性値の変動を追跡した白

雑種成犬22頭を，対照群(チオパーノレ麻酔のみ) 6 例，低酸素 l呼吸負荷群(チオパーノレ麻酔後抑管

して O2 10% , N20 90% の混合ガスを 2 時間吸入) 10例，笑気呼吸負荷群(チオパーノレ麻酔後挿管し

て O2 20% , N20 80% の混合ガスを 2 時間吸入) 6 例ω3 群に分け，大胆動脈より動脈血を30分毎に

採血し，血清 LDH 活性値及び酸素飽和度を測定した。 LDH 活性値は実験開始時の値と，以後の測

定値との差を開始時の値で除し，労で表わした。

対照群の LDH 活性値は殆んど変動を示さず平均値も 2 時間後十 8.3士 3.8%と低値を示したD

低酸素呼吸負荷群の LDH 活性値は 2 時間後に全例30~ぢ以上の上昇を示し，平均値も十85.0 :::t 13.4 

%と著しい高値を示した。又低酸素呼吸負荷解除後再び、元の値へ低下の傾向を示した。動脈血 O2 飽

和度と LDH 活性値の聞には相関係数 -0.41 の相関があり， O2飽和度が 60%以下に低下すると LDH

活性値が上昇する傾向が認められる。

笑気呼吸負荷群の LDH活性値は著明に上昇するものは l 例もなく， 2 時間後の平均値も O 土 3.89ó

で対照群と有意の差を認めなかった。

低酸素状態を I つの Stress とみると，これに対する全身反応の l 部として LDH 活性値が上昇する

のではなし 1かと考えられる。そこで Stress に最初に反応する交感神経系の興奮と LDH 活性値の関係

を見るため，交感神経遮断剤である Chlorpromazine (1 mg/kg) , Reserpine (0.5 mg/kg) 及び交感神経

刺戟効果を有する Noradrenaline (0.05 mg/kg) の 3 剤を，各々低酸素呼吸負荷前に注射し， LDH 活

性値に及ぼす影響を見た。即ち， Chlorpromazine 注射群 6 例及び Reserpine 注射群 5 例の LDH活性

値は著明な上昇を示したものは 1 例もなく， 2 時間後の平均値も各々 -6.7 士 3.8%，十 5.0::!:::7.5% と

低値を示した。 Noradrenaline 注射群 5 例は LDH 活性値上昇開始の時間を短縮したD 即ち， 30分後

の平均値は十 54.0 :::t 6.7%と高値を示し，低酸素呼吸負荷のみの群の平均値十 18.0 土 6.5%とは有意ω

差を認めた。

更に Noradrenaline 注射のみを行なっても 5 例全例 LDH 活性値の上昇を認め，平均値も 1 時間後

十 37.0::!:::3.8%を示し対照群と有意の差を認めたD

〔総括〕

1 .肺結核患者の rjJ レ線像上，学研病型分類の B型(浸潤乾酪型)を示す症例は病巣の極く小さい

ものを除くと，血清 LDH 活性値が上昇するものは85.8%に達する。 C型(線維乾酪型)を示す症例の

血清 LDH 活性値は殆んど上昇を認めない。 C型を示しながら呼吸困難を起こしている症例では血清

LDH 活性値が上昇している症例は85.6 労に達する。

2. 犬に低酸素呼吸を負荷すると LDH 活性値は約1. 8倍に上昇するがこの上昇は可逆性である。

3. 低酸素呼吸負荷前にChlorpromazine や Reserpine 等の交感神経遮断剤を投与すると， LDH 活

性値の上昇は完全に抑制される D 逆に交感神経京IJ戟効果を有する Norad renali ne を投与しておくと，

LDH 活性値の上昇を促進する口

従って，低酸素血症に於ける LDH活性値の上昇には交感神経系の興奮が関与していると思われる。
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論文の審査結果の要旨

近年，肺癌の漸増に従い，肺癌の早期診断，早期治療が強調されて来ている。この肺癌の診断法の

ーっとして，血清乳酸脱水素酵素 (LDH) 活性値が測定されている口しかし，先ず鑑別すべき肺結核

症の血清 LDH 活性値の上昇の有無については，判然とした i説はなかった。この論文はこの点を明ら

かにし，肺癌との鑑別診断に役立てんとした。そこで，肺結核患者を学研肺結核病型分類の基本型に

従い， B型群(浸潤乾酪型を示す)と C型群(線維乾酪型を示す)に分け，血清 LDH 活性値を測定

した。その結果， B型群で，病巣の拡がりが中等度以上のものでは LDH 活性値の上昇を示すものが

86.7%に達し， C型群では殆んど上昇を示さないことを確認した口しかし， C型を示しながら，肺機

能の低下のため呼吸困難に陥っている症例では LDH 活性値の上昇を示すものが多いことを見出し

た。この上昇の原因を調べるために，犬に低酸素呼吸を負荷して種々の実験を行ない，低酸素状態に

おける LDH 活性値の上昇には交感神経系の興奮が関与していることを証明した。乙のことは，現在

尚不明の点の多い LDH 活性値上昇の機構に関して，臨床例についても一つの新知見を証明したもの

と思われる口
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